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答

弁

第

七

号 
   

衆
議
院
議
員
岡
崎
万
寿
秀
君
提
出
三
宅
飛
行
場
に
お
け
る
米
軍
機
の
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
飛
行
に
関
す
る 

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
〇
二
第
七
号 

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 
福 

永 

健 

司 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
岡
崎
万
寿
秀
君
提
出
三
宅
飛
行
場
に
お
け
る
米
軍
機
の
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
飛 

行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

(一 ) 

米
軍
機
に
よ
る
三
宅
島
空
港
の
使
用
時
の
状
況
に
関
し
、
政
府
と
し
て
は
、
次
の
と
お
り
承
知
し
て
い 

る
。 

(1) 

十
一
月
二
十
九
日
午
前
十
時
六
分
頃
、
厚
木
発
厚
木
着
の
通
常
の
訓
練
飛
行
中
の
厚
木
海
軍
飛
行
場
所 

属
Ｃ
―

12
一
機
（
乗
組
員
三
名
）
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
を
行
い
た
い
と
し
て
三
宅
島
空
港
の
航
空
管 

制
通
信
官
に
連
絡
設
定
を
行
つ
た
。 

(2) 

航
空
管
制
通
信
官
は
、
空
港
の
気
象
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
た
ま
た
ま
工
事
の
た
め
に
滑
走
路 

上
に
車
両
が
立
ち
入
つ
て
い
た
の
で
、
滑
走
路
上
に
車
両
が
い
る
旨
米
軍
機
に
伝
え
た
。 



(二 ) 

米
軍
に
提
供
さ
れ
た
施
設
・
区
域
外
で
米
軍
が
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
の
訓
練
を
行
う
こ
と
は
、
日
米 

(4) 

米
軍
機
は
、
同
日
午
前
十
時
十
四
分
頃
、
滑
走
路

02
側
よ
り
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
を
一
回
実
施 

(3) 

航
空
管
制
通
信
官
は
、
車
両
が
滑
走
路
か
ら
離
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
再
度
気
象
情
報
及
び
滑
走 

す
る
旨
回
答
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
い
か
な
る
民
間
空
港
に
お
い
て
も
、
日
本
政
府
の
事
前
の
同
意
な
く 

し
て
こ
の
種
の
訓
練
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
旨
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

側
に
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
本
件
事
例
の
再
発
防
止
に
つ
き
強
く
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

地
位
協
定
上
予
想
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
本
件
三
宅
島
空
港
の
使
用
に
つ
き
米 

こ
れ
に
対
し
米
側
は
、
本
件
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
個
人
的
な
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
米
側
と
し
て
陳
謝 

路
上
に
障
害
物
が
無
く
な
つ
た
旨
の
情
報
を
米
軍
機
に
伝
え
た
。
そ
の
間
、
米
軍
機
は
空
中
待
機
し
て
い 

し
、
そ
の
後
、
北
へ
向
か
つ
て
飛
行
し
た
。 

た
。 

四 

 



 

五 

ま
た
、
米
側
は
、
本
件
関
係
者
に
つ
い
て
は
し
か
る
べ
き
措
置
を
と
つ
た
が
、
具
体
的
な
措
置
に
つ
い
て 

は
米
軍
内
部
の
問
題
で
あ
り
、
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
旨
も
併
せ
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
都
条
例
の
御
指
摘
の
規
定
に
対
す
る
違
反
が
あ
つ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

三
宅
島
は
、
艦
載
機
着
陸
訓
練
場
の
候
補
地
の
一
つ
で
あ
る
が
、
同
島
に
当
該
訓
練
場
を
設
置
す
る
こ
と
を 

政
府
が
決
定
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
三
宅
島
は
、
厚
木
海
軍
飛
行
場
か
ら
近
く
、
島

嶼し

ょ

で
も
あ
り
、

比 

較
的
平
坦
な
海
岸
地
区
に
滑
走
路
を
建
設
し
、
旋
回
コ
ー
ス
を
海
上
に
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
騒
音
の
影
響
を 

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
等
、
立
地
条
件
が
適
し
て
い
る
の
で
、
同
島
に
当
該
訓
練
場
を
設
置
す
る
問
題
に
つ
い 

て
は
、
今
後
と
も
、
関
係
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
住
民
の
御
理
解
を
得
つ
つ
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い
り
た 

い
。 



 

六 

右
答
弁
す
る
。 




